
５８０１      

step式プログラミング教材の試作                        
The trial manufacture of the step-type programming teaching materials 

 

ＣＳ11 小林麻衣 
指導教員 小出由起夫 

 
１．緒 言 

 情報工学科に入学する際，プログラミングに触れ

たことがない学生がほとんどである．1，2 年の間に
学ぶプログラミングの基礎を身に付けることができ

ないまま 3 年に進級してしまうと，その後のプログラ
ミング応用などの授業に支障をきたしてしまう．  

C 言語のプログラミング導入教育は情報工学科

の必修科目『プログラミング基礎Ⅰ』から『プログラミ

ング基礎Ⅲ』として 1年生の後期から半期単位で 2
年生までの授業に組み込まれている． 
 しかし，クラス全体を対象に行う授業形態では，

全員がプログラミングスキルを習得することは難し

いことが経験的に分かっている． 
そこで習得の難しいプログラミング学習をどのよ

うにアシストすべきか考えた．  
教育工学の手法を用いて自分のペースで自習

できる教材を作成すれば，能力向上に役立つこと

が期待できる．このため，Step式教材を用いた学習
について検討することにした． 
 
２．授業改善のためのアプローチ 

 プログラミング教育の導入部分でつまづいてしま

わないように，興味を持って学習できる方法を提案

する． 
Step式の教材で何割くらいの学生がプログラミン

グを理解しやすくなるのか検証する． 
この検証結果をもとに，プログラミング基礎の授

業を効率よく進める手段を確立する． 
履修者が最終階級まで到達できるよう，教材に

工夫をする． 
 
３．方 法 

自分のペースで自習出来るStep式と呼ばれる手
法を用いる． 

Step 式とは全体を通しの等級で表現し，階級を
進めるように設定する．1つの Stepで学習する内容
をまとめた形式の教材である．飛び級などせず，

着々と進めていくことで確実に習得すろことを目的

とする． 
今回は学生が 1級から順に取組み，最後まで到

達するとプログラミング基礎の授業範囲を習得でき

るように作成する．  
  
４．結 果 

 試作した教材の例を図 1 と図 2に示す． 

 
図 1 試作した教材の例 1 

 
図 2 試作した教材の例 2 

 
５．今後の発展 

 Step 式学習教材の試作に時間がかかってしまっ
たことで学生のデータを得ることができなかった． 
 学生にアンケートに答えてもらってデータを取り，

統計結果を得る必要がある． 
今後組み込む機能として，ｅ-learning 方式の教

材としてWebで公開し，学校だけでなく自宅でも利
用ができる環境にする． 
受動的な学習にならないように指導教員に質問

できるＢＢＳ機能や自分の進度の確認ができる仕

組みを設ける等がある． 
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